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研究成果の概要（和文）：本研究は、環境保全の諸事例についての詳細な調査研究から、多元的な価値の中でどう環境
ガバナンスを構築することができるかを研究することを目的とした。研究の結果、環境ガバナンスにおいては、状況に
応じて社会的なしくみや制度を変化させていく順応性が重要であること、さらにそうした順応的なプロセスを首尾よく
創出し、また、マネジメントしていくことが必須であることが明らかになった。そこでは、（1）社会評価ツールの開
発、（2）寄り添い型の中間支援、（3）専門家や外部者の順応的な役割、（4）目的や手段について順応的に変化させ
ていくこと、（5）住民自身による学び、とくに市民調査の役割、などが鍵となる。

研究成果の概要（英文）：This study aims to illustrate how the environmental governance can be constructed 
in societies with plural values, from case studies of various conservation activities. It discovers the 
importance of adaptability for social systems due to social situations. It also demonstrates the 
importance of management of its adaptive process. The focal points in it are: 1. social evaluation tool, 
2. hands-on type intermediary support, 3. adaptive role of professionals, 4. adaptive change of goals and 
measures, and 5. social learning of citizens.

研究分野： 環境社会学

キーワード： 地域環境史　合意形成　自然資源管理　中間支援　プロセス・マネジメント　順応的ガバナンス　社会
評価
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１． 研究開始当初の背景 
 

 各地で環境保全のさまざまな取り組みが
なされる中、現場でよく問題になるのは合意
形成の難しさである。自然資源管理（生業の
ための資源管理、野生生物管理、獣害管理、
自然再生事業、生物多様性保全などを含む）
の現場では、どういう「自然」が望ましい状
態なのかについて議論になることが多い。立
場によって望ましい自然の姿は異なること
が多く、ときにそれが対立をもたらすことも
ある。合意形成の難しさの一つの背景に、科
学の不確実性という問題がある。自然科学は、
ある一定条件のもとで観察されるデータを
もとに、その条件下で最も蓋然性の高い仮説
を抽出することを得意とする。しかし現実に
は、条件は複雑で、どこでも通用する条件は
ない。さらに、合意形成が難しい背景として、
誰が合意形成に加わるべきなのか、合意形成
をどういう形で行えばよいのか、さらには、
何をもって合意が形成されたと言えばよい
のか、というたいへんやっかいな問題も横た
わっている。 
 多元的な価値の中での環境保全の合意形
成はいかに可能なのか、あるいは、環境ガバ
ナンスはいかに可能なのかについて、研究が
求められている。 
 
２．研究の目的 
 
 そこで、本研究は、自然資源管理と再生可
能エネルギーという 2 つのテーマに焦点を当
て、多くの詳細な事例研究から、多元的な価
値の中でどう環境ガバナンスを構築するこ
とができるかを研究することを目的として
いる。具体的には、（1）自然資源管理や再生
可能エネルギーをめぐっての地域の多元性
とその歴史的ダイナミズムについて事例か
ら分析してモデル化、理論化し、さらに、（2）
地域固有の歴史とりわけ地域環境史の中で
環境ガバナンスのあり方、とくに合意形成や
地域の文脈作りについて事例研究およびモ
デル構築を行う。加えて、（3）社会実験的に
住民参加型の質的調査を行う中から、環境ガ
バナンスに資する調査手法の開発も同時に
目指すものだった。 
 
３．研究の方法 
 
 研究代表者・研究分担者・研究協力者によ
る各地での詳細な調査と頻繁な研究会とを
繰り返し行った。各地での調査は、参与観察
を中心に、聞き取り調査、資料調査などを組
み合わせて行った。また、ゲストスピーカー
による講演、他の研究グループとの共同研究
会なども合わせて行った。 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、研究メンバーによるさまざま

な事例での詳細な調査を進め、さらにそれを
もちよった研究会での議論から、以下のよう
なことが明らかになった。 
 環境ガバナンスにおいては、状況に応じて
社会的なしくみや制度を変化させていく順
応性が重要になってくる。そして、そうした
順応的なプロセスを首尾よく創出し、また、
マネジメントしていくことが必須である。そ
のためには以下の 5 点が重要である。 
（1）社会評価（社会的な側面についての評
価）についてのツールを開発し、活用するこ
とが有効である。（2）寄り添い型の中間支援
が重要である。（3）専門家や外部者は環境保
全活動のステージや専門家・外部者自身のス
テージに応じて順応的な役割を果たすべき
である。（4）環境ガバナンスの目的・方向性・
手段について状況に応じて「ずらし」ていく
ことが必要であり、そのためにはあらかじめ
政策や活動に「余白」を持っておくことが重
要である。（5）住民自身による学びが必要で
あり、そこでは市民調査（住民参加型調査）
が役割を果たしうる。 
 こうした成果は、2016 年度中に出版物とし
て刊行予定である。 
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